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フテリア毒素(分子量62 ， 000の単純タン白)のフラグメント A (N端側分子量22 ， 000の部分)は NAD
: EF2-ADP-ribosyl transferase活性があり EF 2 を失活させる事により，タン白合成を阻害し，
従って細胞致死作用を持つ事が知られている。
〔材料と方法〕
受容細胞としては，ヒト由来 FL細胞を使い， 10%牛血清を含む Eagle's MEMで培養した。抗体
は次の 4 種を使用した。 i )非特異的抗体， ii) 抗フラグメント A抗体， iii) 抗ジフテリア毒素抗体，
iv) 抗リシン抗体。いずれの抗体も免疫家兎より採取した血清から IgG分画を分離したものを使用し























この結果は，①ジフテリヤ毒素は A フラグメントを B フラグメントで包み込んだ構造をしているが，
細胞内に侵入すると A フラグメントが露出してくること，②抗体は細胞質中でもその特異性を維持す
ること，③この赤血球ゴースト法は有効な高分子注入法であることを証明している。
以上博士論文として価値ある研究と認められる。
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